信頼度情報に基づくクリッピング及び改竄・圧縮耐性をもつ自己同期型画像電子透かし by 高原 啓太
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院   情報理工学研究科     情報通信工学専攻 博士前期課程 
氏    名 高原 啓太 学籍番号 1030057 
論 文 題 目 
信頼度情報に基づくクリッピング及び 
改竄・圧縮耐性をもつ自己同期型画像電子透かし 













かし情報に巡回性のない LDPC（Low Density Parity Check）符号を用いて静止画像に繰り返し
埋め込み，Sum-Product 復号法を利用する事でクリッピング耐性を実現する．更に，繰り返し埋
め込んだ符号語に対応する全ての受信語から得られる信頼度情報の総和を復号に利用することで
誤り訂正能力が向上する．これは圧縮や改ざん等により一部の情報の信頼度が低下しても，攻撃
の影響が少ない領域から得られる信頼度の高い情報を用いる事が出来るためである．これにより
クリッピングと同時に圧縮や改ざん攻撃耐性の向上を図る． 
シミュレーションによる評価の結果，提案手法を用いることで多様なクリッピング攻撃や圧縮
処理のそれぞれの攻撃に対して十分な耐性を有することが確認できた．また，クリッピング攻撃
と圧縮処理を同時に施しても高い耐性を有することも確認した． 
 
